
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    《メールアドレス》 

akito@kdr.biglobe.ne.jp 

年
金
課
税
強
化
と
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ 

国
保
税
、
納
税
通
知
に
ビ
ッ
ク
リ 

不
透
明
で
す
が
、
今
度
は
「
新
し

い
政
治
」
を
ど
う
つ
く
り
上
げ
て

い
く
の
か
が
、
私
た
ち
に
問
わ
れ

て
い
ま
す
▼
２
年
前
の
「
小
泉
劇

場
」
に
踊
っ
た
郵
政
選
挙
と
は
大

違
い
、
大
き
な
変
化
が
起
き
て
い

ま
す
。
《
参
院
「
改
革
派
」
三
分

の
二
割
る
》
（
「
朝
日
・
東
大
共

同
調
査
」
８
月
７
日
付
・
朝
日
）
。

《
参
院
自
民
・
民
主
当
選
者
「
改

革
」
修
正
派
が
増
加
》
（
同

日

付
）
▼
貧
困
と
格
差
問
題
の
根
底

に
は
、
弱
肉
強
食
の
「
構
造
改
革
」

路
線
が
あ
り
ま
す
。
「
消
え
た
年

金
」
の
根
底
に
は
、
三
年
前
強
行

し
た
年
金
制
度
へ
の
怒
り
が
あ
り

ま
す
。
「
美
し
い
国
づ
く
り
」

「
憲
法
改
正
」
に
共
感
で
き
な
い

と
い
う
声
は

％
以
上
で
す
（
投

票
直
後
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
。
自
民
党
の
中
か
ら
聞
こ
え

る
、
消
え
た
年
金
、
政
治
と
カ
ネ
、

相
次
ぐ
閣
僚
の
暴
言
の
、
い
わ
ゆ

る
「
逆
風
三
点
セ
ッ
ト
」
が
敗
因

と
い
う
だ
け
で
は
説
明
が
つ
か
な

い
、
ま
さ
に
深
部
か
ら
の
動
き
で

す
▼
選
挙
の
結
果
を
受
け
て
、
本

格
的
な
論
戦
が
国
会
で
始
ま
り
ま

す
。
国
民
の
怒
り
を
先
取
り
し
て

告
発
し
て
き
た
日
本
共
産
党
の
役

割
も
ま
す
ま
す
重
要
で
す
。(

Ｔ)
 

先
の
参
院
選
か
ら
一
ヶ
月

余
。
自
公
の
「
歴
史
的
大

敗
」
の
波
紋
で
明
け
暮
れ

て
き
ま
し
た
。
先
行
き
は
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六
月
の
住
民
税
増
税
に
続
い
て
、
七
月
に
発
送
さ
れ
た
国

保
税
の
納
税
通
知
を
見
て
「
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
上
が
る
の

か
」
と
い
う
驚
き
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
今
度
の
値
上

げ
は
三
月
市
議
会
で
国
民
健
康
保
険
条
例
が
「
改
正
」
さ
れ

て
決
ま
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
「
改
正
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、

「
国
保
税
の
値
上
げ
に
反
対
す
る
日
野
市
民
連
絡
会
」
が
結

成
さ
れ
、
約
一
ヶ
月
の
短
期
間
に 

五
千
筆
の
値
上
げ
に
反
対

す
る
請
願
署
名
が
市
議
会
に
提
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
市

議
会
与
党
の
賛
成
で
条
例
「
改
正
」
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

平山 6丁目の公営掲示板と投票所について 

           中野市議が申し入れ 

 

先
月
（
８
月
）
号
で
報
道
し
た
よ
う
に
、

平
山
６
丁
目
に
お
住
ま
い
の
方
か
ら
、
６
丁

目
に
公
営
掲
示
板
が
無
い
こ
と
、
投
票
所
が

平
山
中
に
移
動
し
た
た
め
遠
く
な
っ
た
と
の

ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

中
野
議
員
が
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
事

情
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、 

◎
掲
示
板
に
つ
い
て
は
、
平
山
中
前
に
必
要 

 

と
な
り
、
道
路
が
狭
く
安
全
性
が
危
惧
さ 

 

れ
て
い
た
６
丁
目
の
掲
示
板
を
移
動
し
た
。 

◎
投
票
所
に
つ
い
て
は
特
に
考
え
て
は
い
な 

 

か
っ
た
。 

と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

中
野
議
員
は
、
６
丁
目
に
掲
示
板
が
無
い

こ
と
、
平
山
小
の
改
築
で
投
票
所
が
遠
く
な
っ

た
こ
と
は
投
票
率
向
上
と
い
う
見
地
か
ら
も

問
題
で
、
駅
前
に
で
き
る
複
合
施
設
な
ど
を

検
討
す
べ
き
だ
と
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。 

 ９９年に景気回復を理由に実施された定率減税が廃止さ

れ、その結果、大変な庶民増税になりました。ところが同

時に実施されている法人税減税は据え置きのままです。 

 実は、日野市に入る法人市民税も、法人税減税の影響を

受けています。法人税率は１９９８年、１９９９年の２年

にわたって 37.5％から 30%へと、7.5％も引き下げられ

ました。法人市民税への影響額を計算すると下記のよう

な結果となります。これを見れば０６年度の法人税率が ９

８年以前の水準であったとした

ら決算額より７億円も多い ３

８億円の税収になったことにな

ります。2000年から2006年

までの7年間では、３３億円余

の法人市民税が減っていること

になります。 

2000 年度…3.37 億円 

   01 年度…3.59 億円 

   02 年度…2.92 億円 

   03 年度…4.35 億円 

   04 年度…6.55 億円 

   05 年度…5.88 億円 

   06 年度…7.15 億円 

 

◎値上げの内容は・・・ 

 今回の条例「改正」では、国保税の医療分と介護分の税額が同時に引き

上げられましたが、６５歳以上は医療分だけの引き上げとなっています。 

 その引き上額は、加入人数による均等割が３,６００円、世帯当たりの平等

割が１世帯１,４００円がそれぞれ引き上げられました。 

 従って高齢者２人世帯の場合の値上げ額は 

     ３,６００円×２人＋１,４００円＝８,６００円となります。 

 ところが今回の値上げで上げ幅がそれ以上になっているのは、昨年度実

施された年金生活者への課税強化が影響しているためです。公的年金控除

は、控除の最低額が１４０万円から１２０万円に縮小されました。これで、実

際の年金収入は増えていないのに、所得は２０万円増えた計算になります。

例にあげた２人世帯の場合では、更に６,０００円の値上げが付け加わってい

るのです。 

 高齢者の課税強化は、国保税だけではなく介護保険料にも跳ね返り、ま

さに「雪だるま」式です。選挙で国会の状況も変わりました。仕方がないと

諦めるのではなく、戻し税方式による返還や、国保税、介護保険料の負担

軽減制度の拡充の世論を起こそうではありませんか。 

北野街道 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  《０７年１０月の無料法律相談》 
村松みえ子事務所 午後６時～８時  
     １０月 ４日（木）     

市役所６階・共産党控室 午後１時～３時 

     １０月１１日（木）                         

※予約が必要ですので、お申し込み下さい。 

         村松事務所 ℡582-0504  

         中野事務所  ℡599-3350 

新都市建設公社を舞台にした談合 
      住民が起こした裁判で地裁が損害賠償命令 

 

 

九
月
一
日
の
午
後
、
豊
田
下
地
区
セ

ン
タ
ー
で 

一
〇
四
回
目
と
な
る
区
画
整

理
懇
談
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
助
言
者

の
中
野
市
議
よ
り
、
区
画
整
理
に
関
わ

る
決
算
資
料
や
、
区
画
整
理
法
八
九
条

「
照
応
の
原
則
」
に
関
す
る
資
料
に
も

と
づ
き
解
説
、
情
報
提
供
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
豊
田
駅
前
の
区
画
整
理
の

課
題
や
、
私
道
の
換
地
不
交
付
問
題
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
話
し
合
い
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
春
、
改
選
さ

れ
た
豊
田
南
区
画
整
理
審
議
会
が
、
情

報
公
開
や
審
議
会
運
営
の
面
な
ど
で
改

善
さ
れ
て
い
る
実
態
も
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
次
回
は
一
一
月
中
旬
の
予
定
で
す
。 

 

談
合
に
よ
る
損
害
賠
償
を
、
本
来
行
な

う
べ
き
行
政
に
代
わ
っ
て
住
民
が
行
い
、

談
合
業
者
に
損
害
賠
償
の
支
払
い
を
命
じ

さ
せ
る
、
そ
ん
な
住
民
運
動
の
成
果
が
あ

り
ま
し
た
。 

 
日
野
市
と
町
田
市
が
、
新
都
市
建
設
公

社
（
都
の
外
郭
団
体
）
に
委
託
発
注
し
た

下
水
道
工
事
で
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
が
談
合

で
落
札
価
格
を
つ
り
上
げ
た
た
め
に
、
両

市
が
被
っ
た
損
害
を
賠
償
す
る
よ
う
求
め
、

日
野
市
な
ど
の
住
民
が
裁
判
を
起
こ
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
東
京
地
裁
は
七
月
二

六
日
、
落
札
業
者
な
ど
に
損
害
賠
償
を
支

払
う
よ
う
命
じ
る
判
決
を
下
し
ま
し
た
。 

 

判
決
は
、
個
別
談
合
を
認
定
、
両
市
の

損
害
額
を
契
約
額
の
五
％
と
し
て
、
浅

沼
組
に
対
し
て
一
千
万
円
を
日
野
市
に
、

大
成
建
設
な
ど
一
〇
社
に
二
億
四
千
万
円

を
町
田
市
に
支
払
う
よ
う
命
じ
ま
し
た
。 

 

多
摩
地
域
を
舞
台
に
し
た
大
手
ゼ
ネ
コ

ン
を
中
心
と
し
た
談
合
は
、
二
〇
〇
一
年

一
二
月
、
公
正
取
引
委
員
会
が
摘
発
し
、

ゼ
ネ
コ
ン
三
四
社
に
対
し
総
額
六
億
九
千

万
円
余
の
課
徴
金
の
支
払
い
を
命
じ
て
い

ま
す
。(

全
社
が
否
認
し
た
た
め
審
判
で

現
在
係
争
中
）
。 

 

住
民
が
裁
判
に
踏
み
切
っ
た
の
は
、
こ

の
事
件
で
公
正
取
引
委
員
会
が
情
報
開
示

し
た
「
課
徴
金
納
付
命
令
対
象
物
件
一
覧
」

の
中
に
、
日
野
市
、
町
田
市
の
下
水
道
工

事
に
関
わ
る
案
件
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
た
か
ら
で
す
。
市
に
損
害
賠
償
請
求

権
行
使
を
求
め
る
監
査
請
求
を
行
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
を
両
市
が
棄
却
し
た
た
め
に

住
民
訴
訟
を
起
こ
し
た
も
の
で
す
。 

 

日
野
市
で
は
区
画
整
理
事
業
、
下
水
道

事
業
で
年
間
二
五
億
円
（
二
〇
〇
五
年
度
）

前
後
の
工
事
を
、
新
都
市
建
設
公
社
に
委

託
発
注
し
て
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
市
と

し
て
事
実
究
明
に
努
め
る
、
談
合
に
よ
り

被
っ
た
損
害
の
賠
償
を
要
求
す
る
な
ど
、

積
極
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 
 

四
四
〇
万
の
思
い 

  

参
院
選
が
終
わ
っ
て
、
鮎
つ
り
に
出
か
け
た
。

車
に
乗
り
込
ん
だ
と
同
時
に
「
今
度
は
共
産
党

に
入
れ
た
ん
だ
け
ど
当
選
で
き
な
か
っ
た
な
」

と
言
わ
れ
た
。
す
る
と
も
う
一
人
が
「
俺
は
緒

方
さ
ん
（
前
参
議
院
議
員
）
と
同
級
生
だ
っ
た

ん
だ
よ
。
今
度
は
出
な
か
っ
た
ね
」
と
言
っ
た
。

二
人
は
元
上
司
。
職
場
で
は
そ
ん
な
話
を
し
た

こ
と
が
無
か
っ
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
。
妻
も

「
ス
ゴ
イ
！
」
と
。 

 

今
回
の
選
挙
で
は
議
席
を
残
念
な
が
ら
減
ら

し
た
が
、
比
例
区
で
の
得
票
は
四
四
〇
万
票
で
、

前
回
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
っ
た
。
出
口
調
査
か
ら

は
一
〇
〇
万
人
に
近
い
無
党
派
の
人
や
、
他
党

支
持
の
人
が
共
産
党
へ
投
票
し
た
と
い
う
。
反

面
、
「
苦
肉
の
策
」
で
今
回
は
民
主
党
へ
入
れ

た
支
持
者
の
方
も
い
た
そ
う
だ
。 

 

な
に
げ
な
く
前
回
と
同
数
か…

と
思
っ
て
い

た
が
、
そ
の
一
票
一
票
に
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が

あ
り
、
期
待
が
あ
り
、
あ
る
い
は
た
め
ら
い
を

ふ
り
払
っ
て
の
一
票
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。 

 

 

釣
友
の
言
葉
に
四
四
〇
万
の
共
産
党
へ
の
思

い
と
、
新
た
な
胎
動
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
豊
田
・
Ｈ
生
） 

 本来、正しいことを知るべき学校で、

校長先生や幾人かの教師が、テスト中に

間違いを指で指摘して直させたという報

道を知って、多くの方が驚いたのではな

いでしょうか。一斉学力テストで学校の

成績を上げるために、足立区で起きたで

きごとです。 

 こうした先生方の行為はゆるされるも

のではありませんが、テストの点数を学校ごとに公表し、教育予

算の配分に影響させようという学力テストのあり方が問題です。 

 私は、６月の都議会で、東京の異常な競争教育、東京都だけが

実施していない少人数学級、校舎の耐震化、小・中学校の教室の

冷房化の問題をとり上げ質問を行ないました。ですからこの事件

は、本当に残念でなりません。改めて都の教育のあり方を見直し、

行政が力を入れてやるべき教育環境の整備に、都はもっと予算を

振り向けなくてはなりません。 

 ９月議会も始まります。どうぞ傍聴にお出かけ下さい。 

（６月議会での私の質問の全容を、近々パンフにまとめます。ぜ

ひ、お読み下さい。ご希望の方は私の事務所か中野事務所にお申

し出下さい。） 

     


